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を有す る物質が 特 に 著しい 着色 の増加を示 した，

　4． そ の他の還元性物質で は ，
デ フ ェ リフ ＝ リ ク リ

シ ン は 日光照射に よ り清酒 の着色を増加させ ， 貯蔵 で

は や や抑制 的に働き，逆 に ア ス コ ル ビ ン酸 や エ リソ ル

ビ ン 酸 は 日光 に よ る 着色 は抑制する が貯蔵 に よ り著 し

い 着色を 示 した．

16fi．　光線 お よび貯蔵 に よ る清酒の変化 に関

　　　 する研究

（第 3報）変香 と各種還 元 性物質 と の 関 係

醸試　佐藤　　信 ， 中村　欽一，蓼沼　　誠

　　0 浜地　正 昭

　目的　第 1報で清酒申の フ ェ リシ ァ ナ イ ド還元性物

質量とH 光臭の 発生 に 負 の 相関 が み られ，特 に デ フ ェ

リフ ェ リク リ シ ン （DFCY ） は 日光臭 を 著 しく抑制す

る こ とを 報 じた．そ こ で 各種還元性物質の 変 香 に 関 す

る効果を しらべ た．

　方法　第 2 報の 方法 に よ り，各種還元性物質を清酒

に添加 し， 日光照射 また は貯蔵 後 の 変香を調 べ た．

　結果　1． Nz ガ ス 無置換 の 場合， ア ス コ ル ビ ン 酸 ，

エ リ ソ ル ビ ン酸 な どの 還 元 剤は 日光臭を や や促進 し，

一方 DFCY
， ガーリ ッ ク酸，プ ロ トカ テ キ ュ 酸，カ ブ

’

エ イ ン 酸 ，　トリプ トフ ォ
ー

ル s イ ン ドール 乳酸 は 日光

臭を顕著 に防止 した．第 2報で 述 べ た ように DFCY
，

ガー弓 ッ ク酸，プ朗 ・カ テ キ ュ 酸は 日光照射に よ る着

色を増大させ るが ， カ フ ェ イ ン 酸， トリ プ トフ ォ
ー

ル ，
’
4 ン ドール 乳酸 の 場合と ，

DFCY とエ リソ ル ビ ン 酸

共存 の 場 合は着色増が ブラ ヒク と同程度で 日光臭を防

止 した．た だし，DFCY とエ リソ ル ビ ン 酸の 共存 は

第2 報 で 述 べ た よ うに貯蔵中の 着色増が大 で あ っ た が，

カ フ ェ イ ン酸 は 貯蔵中の 着色増 もブ ラ ン ク と同じで あ

っ た．

　 2． N ， ガス 無置換で 貯蔵 した 場合の 変香は添加 し

た物質自体の 匂 い 以外はみ とめ られ な か っ た．

　 3． N ， ガス 置換 して 日 光照 射 した 場合 に は着色増

は卸制 されるが 日光臭は促進される傾向が み られ た．

167．　光線および 貯蔵に よる清酒の 変化に関

　　　 す る 概 究

（第 4報） デ フ ェ リ フ ェ リク リ シ ン と 日光 に よ る増

　　　　 色との 関係

醸試　佐藤　　信 ， 中村　欽＿

　　○蓼沼　　誠

　目的　第 1報で述 べ た よ うに，日光 に よ る着色 とデ

フ ェリフ ェ リク ロ
ーム 類 の 含量 との 相関が高か っ た の

で ， デ フ ェ リ フ ェリ ク ロ
ーム 類 に 日 光に よ る着色 との

関係を さ らに 明確 に するた め に以 下 の 実験を 行な っ た，

　方法　清酒 にデ フ ェ リフ ェ リクリシ ン （DFCY ）を

添加 し，
DFCY が清酒の 日光 に よ る着色 を 増加

「
さ せ

る こ とを再確認 した の で さ らに 大高法 に よ っ て 清酒成

分を分颪して DFCY の相手 とな る物質の 検索を行な

っ た，

　結果　清酒中の DFCY が 日光 に よ る着色 に 関与す

る割合は 9 〜15％で ， pH 　5〜 6が DFCY に ょる着

色 反 応の 最適 pH で ある．

　DFCY の 相手物質 と して は ， ア ン バ ーラ イ ト IRC

・50 （pH 　5．0）に 吸着 され る物質 （C 区分）と IR−120

H 型 に 吸着 さ れ る物質 （R 区分） が 必須で あり，
IR −

45　OH 型 に 吸着 され る物質 （A 区分） は促進的に働き，

申性物質 （N 区分）は ほ とん ど影響なか っ た．

　C 区分中の 有効成分 と して は Mn2 “

が主要で あり，

R 区分申の 有効成分 の
一つ は チ ロ シ ン で あ る こ とが 明

らかとな っ た，

　なお R 区 分中の残 りの 有効成分 とA 区分中 の 有効成

分 に つ い て は検討中で で ある．

168． 光線お よび貯 蔵による清酒の 変化 に関

　　　 する研究

（第 5報）清酒申 の 還元性物質

　 （その 1） フ ェ ノール系化合物とイン ド
ール系化

　　　　　　舎物　　　　　　　　　　
．

　　　　　醸試　佐藤　　信 ， ○中村　欽一

　　　　　　　　蓼沼　　誠

名古屋国税鑑定　蓮尾　徹夫

　目的　第 1〜 3 報で 述べ た よ うに ， 清酒中 の フ ェ リ

シ ア ナ イ ド還元性物質が着色およ び変香 に関係す る．

清酒中に 存在す る還元性物質 と して は，レ ダ ク トン 類，

フ ェ ノール 系化合物， カ ル ボ ニ ル 化合物，S 系化合物 ，

ア ミン類，デ フ ェ リ フ ェ リ ク ロ ーム 類など種 々考え ら

れ る が今回 は フ ェ ノ
ール およ び イ ン ド

ー
ル 系化合物を

とりあげて そ の 分離，定 性法を検討 した．

　方法　清酒を処理 した活性炭 か ら60％ エ タ ノ
ール で

溶嵐す る もの と，清酒を溶媒抽出 した もの を 試料 と し

た ．ク ロ ロ ホ ル ム ・エ タ ノール 系を展開溶媒 とす る シ

リカ ゲル ・カ ラム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーと，そ の 画分を

ア ル カ リ抽出またはメ タ ノ
ール ・水系を 展開溶媒とす

る ポリァ ミ ド・カ ラ ム ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ーで細分し，
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ア ビ セ ル SF を担体とす る薄層 ク ロ マ トグラブ 身弔で
’

定性確認す る．

　結果　活性炭脱着物 ， 清酒 の 溶媒抽出物中 に トリプ

ト フ ォ
ール ，プ ロ トカ テ キ ュ 酸， フ ＝ ル ラ 酸，か ヒ ド

ロ キ シ 桂皮酸 ， か ヒ ドロ キ シ安息香醜 p一ヒ ドロ キ シ

フ ェ
ニ ル 酢酸 ， チ ロ ソ

ー
ル の存在を確認 しtt，こ れ ら

の うち， プ ロ トカ テ キ ュ 酸は新 らたに 清酒中 に 確認 し

た もの で あり，
ト リプ トフ ォ

ール は平
1） が呈 色 反 応 に

よ り清酒中の存在を 推定 して い た もの を確認 したもの

で ある．

　1）　NZ．：醸協 ，　20，　（11），　51　（1925）．

IS9． 清澄潸澄剤と して の 柿シ ブの分析

静大，農化　中林　敏郎

　目的 　タ ン ニ ン が 蛋白質と結合沈澱す る性質を利用

して 清酒 の 清澄 化 に柿 シ ブが 用 い られて い る が，そ の

品質を 判定 す る 方法を確立す る 目的 で 実験を 行 な っ た．

　方法　柿 タ ン ニ ン と他 の タ ン ニ ン との 区別 は 2次元

ペ ーパ ー
ク ロ マ ト グラ フ ィ

ー （2 ％酢酸およ びブタ ノ

ー
ル 4 ， 酢 ra　1 ． 水 2 の 混 液）と塩 酸 処 理 とで ，タ ン

ニ ン の 定量 は主 に Folin−Denis法 で ，糖は酢酸鉛処理

後ベ ル トラ ン 法で ，酸 は pH 　6 まで の 滴定で ， 除蛋白

能 はゼ ラチ ン 沈澱法 （pH 　4，5で 1 ％ ゼ ラ チ ン と0．3％

タ ン ニ ン を混合，汐過 ， 前後の ゼ ラチ ン 量をケル ダ
ー

ル 法で 測定 ， タ ン ニ ン 1 に対 す る沈澱ゼ ラチ ン 量 で

表示，臼本食晶工 業学会第15回大会発表，昭 和43年 4

月） で 測定 した．

　結果　ペ ーパ ーク ロ マ トグ ラム 上 で 柿 タ ン ＝ 一ン に原

点か らほ とん ど移動せ ず，加熱で 没食子酸を生成す る

の みで ，ま た 塩酸処理 で シ ア ニ ジ ン 1 に 対 して デ ル フ

ィ ニ ジ ン 3．7を生成 ，
FIV も3．17と最 も大 き い こ とな

どか ら， 他の タ ン ニ ン と容易に 区別 さ れ る．ボーメ

5，4〜7．9の 市販玉 シ ブ の タ ン ニ ン 含量は 4．7〜6．3％ ，

全糖は 0 〜2．4％で あ っ た．pH は新鮮搾汗5，3か ら柿

シ ブ醸酵で 2 〜3 ％ の 酸を生成 して 3．2〜3．9に 低下す

る．pH4 ．5，
10℃で の 除蛋白能 は 3．3〜3，6で 他 の タ ン

・
て2．1　

’
）

ギツ （タ ン ニ ン 酸 2．　1，ドン グリ2．7， クリ3．2）に比

べ て 最 も強 い ， また加熱で 除蛋白能 が若干低下す る の

はタ ン ーr シの解合に よ る もの と推定 した．

173． 清滔粕漬 中の徴生物に 関する研究

　 （第 3報）耐塩性酵母 の 形式 と分 類 につ い て

近大， 農， 農芸化　山県　　敬 ， O 藤田藤樹夫

　目 的　前報 で は清酒粕漬中よ り分離 した酵母の 耐塩

性 と ビ タ ミ ン要求性 に つ い て，そ の 製造 工 程中に出現

す る 耐塩性酵母を分離 し， そ れらを 5 つ の type に整

理 した．今回 は これ らの 耐塩性酵母を中心 と し，新た

に醤油醪 よ り耐塩 i生酵母を分離 しさきの 5 つ の type

をさらに 大 きく2 つ の group に ま と め た，こ れらの

耐塩性酵母菌類 の 耐塩形式と形態的特徴よ り分類を中

心と して 行な っ た の で そ の 結果 に つ い て報告します．

　方法　耐塩性酵・
母の 分離 に つ い て は glucose−pept−

one −yeast 　extract 培地 に 食塩を 3 ％と10％を 添加 し実

施 した．

　結果　前報で は耐塩性 を 5 つ の type に 整理 した が

今回 は さ らに 5 つ の type を大 きく2 つ の group に分
’
類 しf ．す なわち A ・group で は食塩 が 培地巾 に 添加

され る とそ の 発育が無添加 の 培地 に お け る 発育 よ りも

か え っ て 促進され，食塩 が 5〜10％濃度の 範囲 で は非

常に 旺盛 な 発 育を 示す type で ある．　 B −group は食塩

を添加 される と同時 に 急 激 に あ るい は 除々 に生 育 が 減

少 し， つ い に は 阻止 され て しま う type で あ る．　 A −

group に は耐塩匹，弱耐塩性，好塩性酵母がそ れ に属

しそ の 耐性 は耐塩性》弱耐塩性〉 好塩性 で あ る，B・

group は 弱塩 性 ， 嫌塩性酵母が そ れ に 属 し． 食塩を 添

加す る こ と によ っ て そ の 発育阻止の 差 に よ り弱塩性，

嫌塩性 に 分れ る．A ・group の 酵母 に は Torulopsisの
』
よ うな酵母が認 め られ そ の 細胞は比較的小 さい もの が

多く認 め られ た．ま た B −group の 酵母は細胞 は比較

的 大 き く有胞 子 酵母 Hansenzala系統の 酵母 が 認あ ら

れ た．
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